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	ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会
会員募集のご案内


　関係各位
財団法人　製造科学技術センター

ＦＡオープン推進協議会
　財団法人　製造科学技術センター（MSTC）では、ＦＡのオープンシステム環境の確立を目的として「ＦＡオープン推進協議会（FAOP）」を設置し、活動を行っています。
　本募集要項の諸事項をご覧の上、是非ともご入会戴きますようお願い申しあげます。
１．目的
　これまで、わが国の製造業は、優秀な生産技術、生産システムの開発・導入により、国際競争力を維持してきましたが、国際的な社会経済環境の大きな変化のなかで転換を余儀なくされ、その対応を模索しているのが実状であります。
　こうしたなか、情報技術の急速なオープン化の動きは、製造分野へ影響を与えつつあります。製造現場において今後、パソコン、ワークステーションを端末としたオープンネットワークが普及し、分散オブジェクト通信などの新しいオープン情報インフラが整備されていくと考えられます。　しかし、こうした技術は欧米を中心に開発が進められており、欧米の製造技術に合わせたものとなっています。このため、日本の製造システムに適応するのが困難であると考えられています。
　従って、わが国の製造業を今後とも活力のあるものとしていくためには、これまで培ってきた日本流の製造技術をもとに、情報技術の製造分野への活用を積極的に進め、その成果を共通の資産とするとともに世界に提案しリードしていくことが必要であります。
  「ＦＡオープン推進協議会」は、生産におけるデータ交換・管理・制御などの情報プロセスをこの新しい環境に適合させるために、製造設備のコントローラ・製造情報・データ表現から生産システム全体の構造に至る多くの側面でオープンアーキテクチャに基づくニューテクノロジーの開発を推進し、共通基盤技術の確立を目指します。
２．活動内容
　協議会は、上記目的を達成するため以下の事業を行います。また、専門委員会などの具体的な活動テーマは会員からの公募により決定されます。
（１）分散型生産システム構築技術
オープンな生産環境の構築を目指し、ネットワーク上での製造情報の共有・交換のためのシステムアーキテクチャ、データ交換の仕組みとデータ構造の標準仕様の研究開発等を行う。
（２）オープンネットワーク環境構築
生産システムの中枢となるオープンな通信環境の構築を目指し、ＦＡの特徴である実時間性の要求を満たすオープンな通信ネットワークアーキテクチャを開発するとともに新しい通信メディアの活用等の研究開発等を行う。
（３）オープンコントローラ環境構築
ＮＣ、ＰＬＣ等の制御機能に関するオープンシステム化を目的として、これら制御機能を生産システム共通モジュールとして位置付け、インタフェースの標準による統一、アーキテクチャ、デバイスネットワーク等の研究開発等を行う。
３．運営組織
　協議会は、下記の組織構成で運営されます。
	 eq \o\ad(総会,　　　　　　)
	各専門委員会・プロジェクトの成果概要報告などを行う。

	 eq \o\ad(運営委員会,　　　　　　)
	事業の企画、運営及び専門委員会の設置、調整等を行う。

	 eq \o\ad(専門委員会,　　　　　　)
	運営委員会で承認された具体的研究テーマ毎に設置し、研究開発を行う。

	プロジェクト
	専門委員会で調査研究した後、実装、システムの実証、ソフトウェアの開発等が必要なテーマについて期間を定め活動を行う。

	 eq \o\ad(研究会,　　　　　　)
	専門委員会テーマ候補の調査研究、トピックス的なテーマの検討など少人数での調査検討を行う。


事務局は、財団法人製造科学技術センターが担当。
４．会員区分と年会費
　会員は、一般会員、情報会員の２種類とし、下記の活動および年会費となります。
	会員区分
	特典
	年会費　（注）

	
	会員種別毎
	共通
	（財）製造科学技術センターの賛助会員
	左記以外の法人

	一般
	· 協議会の基本方針、活動計画など協議会運営を行う運営委員会へ参加
· 総会、専門委員会、研究会、プロジェクトへの無制限の参加
· すべての専門委員会等の活動情報の取得
	· 協議会が主催するセミナー、発表会、勉強会、交流会への参加
· 専門委員会・プロジェクト設置案内などの各種ニュースリリース
	２０万円
	２５万円

	情報
	・総会、研究会への参加
	
	１万円


　　　　注）入会承認日が１１月１日から当該事業年度終了日（３月末日）までの場合は年会費を半額となります。
５．会員資格
　本協議会の趣旨に同意し、本協議会の成果物の普及に貢献することが出来る法人格のある組織。
６．入会方法
①入会申込
添付の「入会申込書」に必要事項をご記入の上、事務局までご返送下さい。
（ＦＡＸで送付の場合は、送付後に電話にてご確認をお願いします）
なお、現在活動中のテーマについては、別紙をご参照下さい。
②入会受付
会員資格に該当するかどうか審査（通常３日程度）を行います。入会が認められた場合は、「会員登録用紙」および「年会費請求書」を送付します。
③入会登録
　「会員登録用紙」を事務局で受領した時点で、会員として登録します。
以上
	


　本件に関するお問い合わせ、入会申し込みは下記事務局までお願いします。
ＦＡオープン推進協議会　事務局
財団法人　製造科学技術センター内
東京都港区虎ノ門１－１７－１　虎ノ門５森ビル 5F（〒105-0001）
電　話（０３）３５００－４８９１
ＦＡＸ（０３）３５００－４８９５
電子メール　faop-jim@mstc.or.jp
送付先：　ＦＡオープン推進協議会　事務局　御中　（ＦＡＸ　０３－３５００－４８９５）
	ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会　入会申込書


私は、ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会の趣旨に賛同し申し込みます。
	記　入　日
	２０１１年　　 月　　 日


	ふりがな
	

	法 人 名
	

	英文名称
	

	ホームページ
	ここに記載のページは、FAOPホームページの会員一覧でリンクします。


　連絡窓口
	所属部署
	

	
	

	
	

	役　職
	

	ふりがな
	

	氏　名
	

	所 在 地
	〒

	
	

	
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	E-mail
	


  参加会員区分（該当会員区分に〇印を付けて下さい）
	
	一般会員
	参加を希望する専門委員会、研究会、プロジェクト

※ 情報会員が参加できるのは研究会のみです。

SFA専門委員会では情報交換会になります。

	
	情報会員
	


入会に関するお問い合わせは、ＦＡオープン推進協議会事務局　電話０３－３５００－４８９１
注）既にFAOPにご参加の会員様は、３／（別紙２）の専門委員会参加申込をお送り下さい。
	ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会（ＦＡＯＰ）
専門委員会　募集のご案内


関係各位
平成２３年０８月３０日

財団法人　製造科学技術センター

ＦＡオープン推進協議会　事務局
ＦＡオープン推進協議会（http://www.faop.jp/）では、平成２３年度、新たに下記の専門委員会を設置することになりました。

· 名称：　「スマートファクトリーオートメーション専門委員会」
この専門委員会の活動計画については、別添の参加募集の案内等をご覧下さい。

添付資料の説明

	資料番号
	資料名称
	説　　明

	別紙１
	スマートファクトリーオートメーション

専門委員会　参加募集のご案内
	専門委員会の参加募集要項です。

活動内容が記載されています。また、応募用紙も添付されています。

	別紙２
	ＦＡオープン推進協議会　会員募集のご案内
	専門委員会参加に関する条件、会費等については、この資料をご参照ください。


この件に関するお問い合わせ、お申し込みは下記事務局までお願いします。

　　ＦＡオープン推進協議会　事務局（町田［まちだ］、豊吉［とよし］）

　　　　財団法人　製造科学技術センター　ＦＡオープン推進室内

　　　　電話（０３）３５００－４８９１　　　ＦＡＸ（０３）３５００－４８９５

　　　　電子メール　faop-jim@mstc.or.jp

以上


平成２３年　８月３０日
ＦＡオープン推進協議会（FAOP）

＜提案の背景＞
　我が国の産業界は，これまで「CO2排出量少なさ」等の環境面でも世界におけるリーダーシップを取ってきました。しかしながら、３・１１の東日本大災害により状況は一変しました．いまや優れた省エネルギー製品をもってしても電力不足の影響が不可避とされ，社会に広がる電力不足への不安は増すばかりです．このこの結果，生活における利便性の見直しや後退，企業では生産・製造量の抑制、あるいは逆に発電量の増加によるCO2排出増が余儀なくされるなど，多くの問題が顕在化しています。もちろん産学官では様々な技術開発が進められ，また国民の間でもライフスタイル見直しへ前向きな議論が開始されていますが，いずれもまだまだ緒についたばかりです。
　そうした中、我が国でもエネルギーをもっと効率的に活用するための社会活動「スマートコミュニティ」や地域全体で高効率かつ安定した電力を発電・供給する「スマートグリッド」、さらには賢いエネルギー利用を目指す住宅「スマートハウス」などの技術開発が、互いに連係しつつ進められています。この流れは地域社会の構成要素である工場にも押し寄せています．我が国の工場には既に数多くの省エネルギー設備やエネルギー監視装置が導入されています．しかしながら，他の設備や機器と接続・連係するための通信ネットワークの統一は遅々として進んでいません．この結果，エネルギーに配慮したFA設計やスマートコミュニティとの接続・連係は煩雑なままで，付随する工場の情報処理をますます肥大化させているのが現状です．
　FAOPでは上記の問題への解決に向け新たに専門委員会を発足させることとしました．委員会は「工場内の消費エネルギー効率を最大限としつつ地域社会の省エネルギー活動を助力するシステムの確立」，そして「工場内だけでなく工場外の公共施設・交通・住宅とも連携できる共通的な通信ネットワーク仕様の確立」をテーマとし，「スマートファクトリーオートメーション」というコンセプトとして掲げました．ここでは産業界、大学そして行政機関などが結集し，以下のような活動目的を持って進めていくこととしています．
　（１）工場内/地域内/広域でのエネルギー消費/生成の最適化（分散／抑制／電力負荷平準化）
（２）工場の省エネルギーとＩCＴ化の推進による生産コストの削減および新たな競争力の獲得
（３）工場さらには企業による地域/社会への貢献度向上

（４）スマートファクトリオートメーションによるエネルギ活用標準の提案活動
＜専門委員会構成と活動期間＞

ＦＡＯＰの会員を広くメンバとして募集致します．またこれを機会に新規会員となられる企業，自治体そして各種団体の皆様にも参加を呼びかけていくこととしています．

背景で述べましたが，本専門委員会では主な研究テーマとして以下を進めていく予定です． 

　・工場内の機器・設備などのエネルギー活用効率を最大化するための通信ネットワーク仕様

　・工場外のスマートグリッドやクラウドサービスと連携できる通信ネットワーク仕様

このほか上記テーマ加速のため，委員会の傘下にはスマートファクトリーオートメーション情報交換会（略称SFA情報交換会）を設ける予定です．SFA情報交換会は，専門委員会に参加する一般会員および本分野に関心を寄せるそれ以外の情報会員との密な意見交換の場として設定される予定です． 

専門委員会の委員長および幹事は以下の通りです．
委員長：　　柿崎隆夫　（日本大学工学部教授　工学研究所次長）

幹　事：　　岩井文雄　（三菱電機（株）名古屋製作所）

専門委員会の活動期間は3年間を予定しています。

＜期待される成果例＞

（1） スマートグリッドとの連係により、エネルギーピークの分散/抑制がより推進されます。

（2） スマートコミュニティとの連係により、交通・廃熱集中緩和など製造業者の社会貢献度が向上します。

（3） FA機器／各種計測機器メーカー、およびFA用制御ソフトウェアメーカーの開発負荷が低減され，

機器、ソフトウェアの選択範囲が拡大することで，ユーザに適合したシステムの構築が容易になります。

（4） 工場におけるエネルギー費用，すなわち製造コスト削減により国内産業の国際競争力の強化と諸外国へのソリューション輸出により国際的主導権獲得の助力となります。
＜参加資格＞　（詳細は募集案内４．会員区分と年会費をご覧下さい。）

　専門委員会：ＦＡオープン推進協議会の一般会員（新規入会の企業も含む）。

　情報交換会：ＦＡオープン推進協議会の一般会員および情報会員（新規入会の企業も含む）。

＜申込み方法＞

別紙２-３の参加申込書をご記入の上FAX頂くか、下記URLより申込書を入手しメールにて

お送り下さい。

URL：http://www.faop.jp/sumartfactory/
＜参考資料＞

　　・ＦＡオープン推進協議会（FAOP）会員一覧

　　　　http://www.faop.jp/member
　　・（財）製造科学技術センター（MSTC）会員一覧

　　　　http://www.mstc.or.jp/gaiyo/member.pdf

以上

ＦＡオープン推進協議会　事務局　御中　（ＦＡＸ　０３－３５００－４８９５）

	ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会

スマートファクトリーオートメーション専門委員会および情報交換会
参加申込書


	記　入　日
	２０１１年　　 月　　 日
	


	ふりがな
	

	法 人 名
	

	英文名称
	

	FAOPでの

会員区分
	　１）一般会員　　　　　２）情報会員　（該当するものに丸印）


連絡先
	所属部署
	

	
	

	
	

	役　職
	

	ふりがな
	

	氏　名
	

	所 在 地
	〒

	
	

	
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	E-mail
	


専門委員会に参加される方は（最低１つのテーマ（内容）に参加する必要があります）
	FAOP

会員区分
	SFA区分
	テーマ（内容）
	参加希望

	一般会員
	専門委員会
	工場内の機器・設備などのエネルギー活用効率を最大化するための通信ネットワーク仕様
	

	
	
	工場外のスマートグリッドやクラウドサービスと連携できる通信ネットワーク仕様
	

	情報会員
	情報交換会
	スマートファクトリーオートメーション情報交換会
	


その他ご興味があるテーマについて

	


お問い合わせは、ＦＡオープン推進協議会事務局　電話０３－３５００－４８９１



ＭＳＴＣ　ＦＡオープン推進協議会


スマートファクトリーオートメーション専門委員会および情報交換会


参加募集のご案内








募集案内


